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稲作ケアのプログラムに、週に１度、毎回休むことなく、

継続して参加でき、対人場面での体験が得られた事が一因

であると考える。毎回参加した事により、スタッフやメン

バーと次第に顔なじみという関係性となり、プログラム毎

に親交が深まったと考えられる。またA氏は、他の参加メ

ンバーより年齢が若く、高齢のメンバーや地域ボランティ

アの方からもよく話しかけられていたりと、受け入れられ

ていたことによって、プログラム自体の居心地の良さ、安

心感を得られる場所となり、自身の肯定感へと繋がり、自

らの発言にも自信が付き始め、ポジティブな表現、態度に

変容していったのではないかと考える。 

しかし、農作業については初期から中期にかけて、受動

的な様子であったことについては、農作業経験があまり無

いことから、作業内容が把握できずにいたのではないかと

考える。しかし、作業についての自信はまだついてはいな

いものの、作業自体に対しては「楽しい」という感想が聞

かれたため、正の感情が生まれていた。 

この楽しいという正の感情について、今まで経験してこ

なかった農作業に対して、①身体を動かすこと、②仲間と

共同しながら取り組むこと、③育てた物が収穫できること

などの要因が複合し、楽しいという感情が生まれたと考え

る。そうした感情の現れにより、表情の明るさが言動に現

れ、変容のきっかけになったと考えられる。 

(2) 中期～後期にかけて 

中期から後期にかけて、大きく行動が変容した部分は、

意欲的で自発性が芽生えてきたことである。意欲・自発性

の芽生えとして、集団としての凝集性が高まり、集団内に

おいての自身の役割を認識することで得られたのではない

かと考える。対象者の役割として、高齢のメンバーが多く

参加する中、草取りや収穫物の運搬など体力を要する仕事

を率先して取り組んでいた。 

「山根¹⁾は自分が『あて』になる、他者から『あて』に

されることが働く喜び、働く楽しみとなり、生きがいへと

つながる。」「自分の存在が『あてになる』『あてにされ

る』ことがひとにもたらす力は大きい。」と述べている。

このことから、A氏は他メンバーより年齢的な若さや基礎

的な体力を『あて』にされ、役割をこなすことにより、働

くということに対して、楽しみ、喜び、充実感の獲得を積

み重ねたことから意欲性、自発性が行動に現れたと考える。 

また地域ボランティアと関わり、対人関係も促進された

ことにより、スタッフやメンバーに対しても、落ち着いて

コミュニケーションが図れるようになったと考える。 

(3) 全体を通して 

就労支援施設利用にあたって医療施設から就労支援施設

への移行というのは困難な場合も考えられる。「楜澤²⁾は

基礎的な体力や作業遂行能力、耐性、基本的な対人マナー、

社会性等の就労準備性の見きわめも必要である。」と述べ

ている。このことから、稲作ケアは草取りなどの作業を行

いながら基礎的な体力・作業遂行能力を養い、メンバーや

スタッフ、地域ボランティアと関わることで対人マナーを

培うことができるプログラムといえるのではないか。その

ため、稲作ケアは就労支援施設利用にあたっての就労準備

性を整えることができると考える。 

また今回のケースのように、退院後グループホームにて

生活を送り、就労支援施設利用の前段階として、稲作ケア

に参加したことにより、役割の認識や、基礎体力の向上、

対人関係におけるコミュニケーション能力向上の一助、地

域住民と関わるという社会参加の獲得などが得られた。 

そのため、稲作ケアを就労支援施設利用準備の一つとし

て考えて参加することにより、入院患者や通所患者あるい

はメンバーに促す際、中間的役割として提供することで、

より就労支援施設利用がスムーズになると考える。また就

労支援施設側のスタッフに向けても、参加時の状況確認や

作業傾向などの情報を共有することで連携が図りやすく、

定着に繋がるのではないかと考える。 

 

７ 結論 

A氏は、稲作ケアを通して社会参加の機会を得ながら、

集団内での役割を担い、それが自信を回復し、就労意欲が

高まったと考えられた。稲作ケアが、精神障害者の社会参

加を促進し、就労支援施設利用を促す中間的役割機能をも

つ可能性が示唆された。 

 

８ 今後の展望 

現在、海外・国内においても農業を中心としたケアや就

労支援事業は拡大されてきている。そのため、この稲作ケ

アは農業に取り組む就労支援施設・事業との関係性が大き

く、重要性が高まることが期待されている。そのため、今

後は稲作ケアが精神障害や認知症患者の社会参加を促し

QOLを高めるだけでなく、就労支援を促す可能性にも着

目して、プログラムの提供を行っていきたい。 
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